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美　術　科

題材の全過程を通して自己実現を図る美術科の授業実践

一 ドキュメンタリーポスターの制作と相互鑑賞を通して一

松　本　裕　子

1　はじめに

　中学校学習指導要領美術の指導計画の作成と内

容の取扱い2（3）では，　「主題を生み出すこと

から表現の確認及び完成に至る全過程を通して，

生徒が夢と目標をもち，自分のよさを発見し喜び

を持って自己実現を果たしていく態度の育成を図

るようにすること。」1）とし，　「特に発想や構想

から完成までの全過程にわたる表現の確認を通し

て，学習活動への自分の取組を見つめ，向上を目

指して工夫し，自己のよさを確認していく主体的

な態度を育てていくことは，自発性，主体性，ひ

いては自己教育力等の育成を促す重要な契機とな

る。」2）と解説している。

　私のこれまでの実践を振り返ってみると，生徒

が意欲的に取り組める題材を設定し，発想・構想

の能力，創造的な技能，鑑賞の能力を習得する中

で，自分の良さに気付かせるような指導はしてき

たが，上記のような生徒が夢や目標を持ち，自己

実現を果たしていけるような題材設定や全過程を

通した指導については十分でない。

　そこで，「なりたい自分」や「夢」に迫る題材

を工夫し，題材の目標やそれに迫る生徒の姿，適

切な指導と評価を明確にした授業実践により，自

己実現を果たしていく態度の育成を図るための手

立てを明らかにしていきたいと考えた。

2　研究の構想

（1）研究仮説

　生活を題材とし，タキソノミーテーブルにより

題材の目標群と具体的な生徒の姿を設定して指導

すると共に，ドキュメンタリーポスターを作成し，

相互鑑賞を実施すれば，生徒の自己実現を果たし

ていく態度を育成していけるであろう。

（2）仮説の具現化のための具体的方策

　仮説の具現化のための構想を図1に示し，具体

的方策の詳細を①～③に示す。

生

徒

図1　仮説の具現化のための具体的方策

①題材の工夫

　福本ら3）は自己実現を果たすための題材の工夫

として「『なりたい自分』や『将来の夢』など，

未来の自分，それに向けた自分の生き方を頭に描

かせ課題とし，それを自画像や彫刻，空想画など

で表現するなどして，形や色彩，材料の工夫で具

現化していくプロセスを経験させる。そこでの有

機的な活動の展開により自己実現を図っていく姿

勢につながっていくと考える。」と述べている。

本実践では，　「なりたい自分」をめざして部活動

や行事に一生懸命取り組む自分自身の姿を主題に

し，ポーズや構図・彩色を工夫することにより，

自己実現を果たしていくことにつながるようにし

たいと考えた。

②タキソノミーテーブルによる目標群と具体的活

　動例の設定
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　所属校図画工作・美術科部会では，めざす子ど

も像を「美的体験を重ねる中で，自分が美しいと

感じる価値を大切にする態度を身に付け，さらに

他者の価値観を理解し，自他を含めた美意識を高

めようとする子ども」とし，タキソノミーテーブ

ル（表1）の開発実践に取り組んでいる。

表1図画工作・美術科のタキソノミーテーブル

認知プロセス次元
知識の
次元 1　思い出す

／理解する

これまでの記憶 制作や批評・鑑1制作や批評・
認 事実的知識 から，美術用語や 賞の活動におい1鑑賞の活動を
知 （美術用語， 造形の要素と原 て，状況に適した1通して，美術

領

域

造形の要素
　と原理）

理を想起して，新

しい学習内容に
関連づけている。

美術用語を用い1用語や造形の
たり，造形の要素；要素と原理に
と原理を活用した1関する新しい

りしている。　　　1認識を獲得し

概念的知

　識
（題材のテーマのコン

セプト）

題材のテーマの
コンセプトを認識・理解している。

制作や批評・鑑1ている。
賞の活動におい1題材のテーマ
て，題材のテーマ1のコンセプトを

のコンセプトを同1ベースにしな
定し関連性を判1がら，制作や批
断している。　　1評・鑑賞の活

精 手続的知識 技法・技術を理解し習得する。 ，動において，

神

運
動

（表現の技

術と技法，

批評・鑑賞

批評・鑑賞の方法を理解し習得する。1自分自身のコ
　　　　　　　　　　　　　　　レセプトを深め　　　　　　　　　　　　　　　・ている。

領 の方法） 1習得した技法・

域 ｝技術を自らの

感情の
情意プ・セス次元　醜1応用し

次元 1受容する／反 2　価値づけする1習得した批評・
応する ／組織化する　1鑑賞の方法を

情

意
領
域

興味・関心

　・態度

美的な現象や存
在を受け入れよ
うとしたり，そ
れらに対して注
意を向けたりし

美的な現象や存1自らの批評・鑑
在に見出される1賞に応用して
価値を認め，そ；いる制作や批
の価値を自分の1評・鑑賞の活
持っている価1動を通して，

ている。 値の意識や感1よさや美しさ
美的な価値
観（美しさ

美的な現象や存
在との出会いか

情との関連で1に対する価値吟味している。1の意識や感情

やよさに関 ら，自分の持っ 1を再構成して
する価値の ている価値の意 1いる
意識や感 識や感情を喚起 ：

情〉 している。 ：

メタ認知の 1思い出す 2応用する　　・自分らしさや
次元 ／理解する ／分析する　1改善点の認識

ポートフォリ 制作や批評・鑑・に基づいて，
メ オ等からこれ 賞において自1自分なりの美
タ 自己知識 までの学習を 分らしさが表1意識を形成し
認 思い出してい れている点をiたり深めたり
知 る。 分析している。1しながら，制

制作や批評・鑑1作や批評・鑑

自己調整
賞において改善1賞の活動に取
すべき点を見出1り組んでいる
している。　　1。

　タキソノミーテーブルとは，ブルームの提唱し

た評価の考え方「タキソノミー」を継承・発展さ

せた「新タキソノミー」を美術教育の評価に応用

したもので，　「認知領域」　「精神運動領域」　「情

意領域」　「メタ認知領域」の4領域を縦軸とし，

認知プロセス次元（思い出す・理解する，応用す

る・分析する，評価する・創造する）を横軸とし

て目標群を設定している4）。

　本年度は，特に「メタ認知領域」に焦点を当て，

授業者が表現の各段階の具体的活動例を予め予想

して，自他による評価や相互鑑賞を行わせ，自分

らしさや改善点を確認し自己調整するカの育成を

図ることとした。

③ドキュメンタリーポスターの作成・活用

　生徒の作品は毎時間変化し，うまくいくときも

あれば，思い通りにならないときもある。長時間

の題材になればなるほど，その時思いついたこと，

頑張ったことや工夫したことがあっても，自他の

評価は完成作品の出来栄えに集約されてしまう傾

向があることは否めない。そこで，毎時間後の作

品を撮影し，並べて見ることができるように題材

を貫くドキュメンタリーポスターを作成し，振り

返りに活用することが有効ではないかと考えた。

　また，相互鑑賞において作品が変化するに至っ

た思いや工夫（あるいは失敗）について写真やメ

モをもとに質疑応答するなどして他者とコミュニ

ケーションをとることにより，メタ認知能力を高

め，生徒の美意識の向上をめざすものである。

3　研究の方法

（1）対象生徒

広島大学附属三原中学校

　2組41名（男子21名

（2）調査時期

7（中学1）年生

女子20名）

平成24年9月～平成24年11月

（3）題材

　「動きを見つめて」　（水彩画による人物画）

4　題材指導計画

（1）題材について

①授業のねらい

　本題材「動きを見つめて」は，部活動等に取り

組む自分の一瞬の動きをとらえ，水彩画で表現す

ることを通し，主題を生み出し，創意工夫して表

現するための基礎的な技能を身に付けさせるとと

もに，生活を豊かにする創造活動の価値を考えさ

せるものである。つまり，主題に沿った表現とな
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るよう，人物のポーズや構図・水彩絵の具の使い

方等を工夫することにより，絵画表現の基礎的な

技能を身に付けさせるとともに，振り返りや相互

鑑賞により，その印象を強く心に留めたり，心が

満たされたりする経験をさせることをねらいとし

ている。

②生徒の実態

　本学級の生徒は，本題材の前に取り組んだボス

ターのアイデアを出す段階では約8割が，イメー

ジマップを活用してアイデアを出し，自分らしい

発想をしようとした。しかし，イラストの構想段

階で，資料等を活用して工夫しようとする生徒は

1割程度であった。また，美術アンケート（7月

実施）　「自分の作品のよさや工夫点を言える」の

肯定的回答が57．5％である等，自分の作品に自信

が持てない実態があり，完成度の向上や鑑賞によ

る相互評価が必要であると考えた。

③指導にあたって

　人物クロッキーを体験させた後，部活動等にお

ける自分たちの一瞬の動きをとらえて表現したい

テーマを決め，アイデアスケッチをさせた。下絵

づくりや彩色では，主題を最も表現できる構図や

表現内容を工夫できるよう，写真等を参考に人物

の動きや色を確認したり，伝えたい内容が表現で

きているのか主題を振り返って確認したりした。

また，制作途中や完成作品のよさを交流しあえる

よう，アイデアスケッチや制作途中の写真などを

添付したドキュメンタリーポスターを作成し，ボ

スターセッションにより，お互いの工夫点や表現

のよさに気付けるようにした。

（2）題材の目標

・ 自分の生活を表現することに関心を持ち，主体

　的に心豊かな表現の構想を練ったり材料や用具

　の特性を生かしたりしようとするようにする。

・ 自他の作品に関心を持ち，主体的に見方や理解

　を深めるようにする。

・ 感性や想像力を働かせて，感じ取ったこと，考

　えたことなどをもとに，主題を生み出し，一瞬

　の動きをとらえて，単純化や省略，強調を考え，

　創造的な構成を工夫し，心：豊かな表現の構造を

　練るようにする。

・ 感性や造形感覚などを働かせて，材料・用具の

　特性を生かし，自分の表現意図にあう方法を工

　夫したり，彩色の順序を考えたりするなど，見

　通しを持って創造的に表現するようにする。

・感性や想像力を働かせて，造形的なよさや美し

　さ，作者の心情や意図と創造的な表現の工夫な

　どを感じ取り味わうようにする。

（3）題材計画（全13時間）

　第1次　クロッキー（2時間）

　第2次テーマ設定・アイデアスケッチ（1時

　　　　　間）

　第3次鑑賞（1時間）

　第4次　下絵づくり（1時間）

　第5次　彩色計画・彩色（5時間）

　第6次　ドキュメンタリーポスター作りと鑑賞

　　　　（3時間）

（4）本題材のタキソノミーテーブル

　「認知領域」「精神運動領域」「情意領域」「メ

タ認知領域」にっいて表2を設定した。

　表2「動きを見つめて」のタキソノミーテーブル

〈認知領域〉

認知プロセス次元
知識の 1思い出す／ 2応用する／ 3　言”　　る
次元 理解する 分析する ／創造する／

内面化する

これまでに見 人物画の要素 完成作品の
事実的知 たり描いたりし である「動き・ 振り返りや
識 た人物画を思 プロポーショ 相互鑑賞を
（美術用

語，造形
の要素と
原理）

い出し，新しい

学習内容「動
きを見つめて」

と関連付けを

ン・構図」等の

用語を用いた
り，水彩絵の具

の技法名を確

通して，人物

画の要素や
水彩画の技

しようとする。 認したりして， 法に係る用

活用しようと 語を用いて，

している。 自分がどの

自分を主役に 自己・他者評価 ように表現
した人物画を により「動きの を工夫した
描き，頑張っ ある人物画を かを説明し
ている姿や憧 生き生きと描 ようとする。

概念的知 れを表現する く」というテー

識 ことに価値を マにそった作 「動き・主

（題材の

テーマの
コンセプ
ト
）

見出そうとす
る。

「サッカーで

かっこよく
シュートを決め

品になってい
るのかを判断
しようとして
いる。「もっと

ポーズを大胆

題」等題材の

テーマに
沿った振り

返りをしよ

たところを表現 にしないと動 うとする。

しよう。」 きが伝わらな
いな。」
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〈精神運動領域〉

認知プロセス次元
知識の 1思い出す／ 2応用する／ 3評価する／
次元 理解する 分析する 創造する／内

面化する

技法・技術を理解し習得する。 色や形の美し
批評・鑑賞の方法を理解し習 さ，技法の工夫
得する。 などについて，

　手続的
知識

（表現の
技術と技
法，批評・

鑑賞の方
法）

水彩絵の具の
技法を理解し
筆の種類や混
色を工夫して
彩色しようとす
る。

「背景は，大き

混色や，筆の
タッチ，デッサ

ンの丁寧さや
表情など，視点

を持って鑑賞し

ようとする。「表

情が真剣さを

自作を説明す
ると共に，友だ

ちの作品へ対
する意見を言
おうとする。

制作を通して，

自分についた
い筆でタッチを 伝えている カを振り返り，

残して彩色し ね。」 技能面の向上
よう。」 について書い

ている。

〈情意領域〉

情意プロセス次元
感情の
次元

1受容する／
反応する

2価値づけ
する／組織化
する

3評価する／
創造する／内
面化する

興味・関
心・態度

友だちの作品
や，掲示作品
を興味を持っ
てみようとす
る。「モナリザ

の視線は不思
議だね。」

主題や色や形・

構図などに基
づいて，参考作

品や自作を鑑
賞し，興味を持

つ。

「部活動で頑
張っている姿が

生き生きと伝
わってくるね。」

「芝生の緑が工

夫されている
ね。」

制作を通して，

自分にっいた
力を振り返り，

情意面の向上
について書い
ている。

美的な価
値観（美
しさやよさ

に関する
価値の意

識や感
情）

水彩絵の具の
美しさに気付
き，混色など工

夫して彩色す
るようになる。

「その色きれい

だね。どうやっ

て作ったの。」

〈メタ認知領域〉

認知プロセス次元
メタ認知 1思い出す／ 2　応用する／ 3評価する／
の次元 理解する 分析する 創造する／内

面化する
ポスターカラー アイデアスケッ ドキュメンタリー

と水彩絵の具 チや完成作品 ポスターを用い

の共通点や相 の鑑賞で，振り こ鑑賞により，

違点をポート 返りポスターに 多や色から感じ

フォリオをもとに 工夫点を書い イメージと作
自己知識 確認しようとす ている。 の意図を確

る。 「この段階で， 認したり，制作
「絵の具の溶き 人物の色をもと

’

・程における
方や，水の量 に，背景の色を 変化を楽しんだ
により，印象が 選択して彩色 りして，見る視
違うんだな。」 できた。」 点を広げようと

制作過程や完 る。

成作品の鑑賞
において，改
善点を見出し

自己調整 ている。

「人物の肌の
色を混色で工
夫しよう。」

（5）メタ認知とその具体的活動

　メタ認知領域の育成のための手立てとして，予

め「主題等の設定」　「発想・構想」　「描く・つく

る」　「鑑賞」の各段階の予想される具体的活動と

指導等の例を表3のように設定した。

　　　表3メタ認知に係る具体的活動等例

※は，メタ認知を促すための指導

メタ
思い出す ・ 理解する

認知 ポートフォリオなどからこれまでの学習

学習
を思い出している

過程 参考となるポー
トフォリオ等

具体的活動

・主題設定のた ・ 主題を見つけるため

めのイメージ の資料としてボー
マソプやワー トフォリオ等を振
クシート り返り，類似内容や

・制作手順の説 関連する既習事項
明プリント を見つけようとす

・ 自己評価 る。

・ 過去の作品（写 ・大まかな見通しを
真等） 持ったり，できそう

な表現を確認する

主題等の
設定

・教科書・資料集 ため，過去の学習を

参考にしようとす
る。

・ 表現したいこと，で

きそうなこと，困難

を伴いそうなこと
を既習事項を参考
にイメージしよう
とする。

※参考になる既習事
項について声掛け
や，ページの紹介を
する。

・ アイデアス ・ 過去の学習資料か
ケッチ ら，発想構想の参考

・ 自己評価 になるものを探す。

（発想構想の ※参考になる既習事

発想・構想
記録）・教科書

項について声掛け
や，ページの紹介を

・ 資料集 する。

※参考作品を提示す
る。

・ 過去の作品（写 ・ 過去の学習資料か
描く 真等） ら，参考となる表

つくる 現・道具・材料を探
す。

・ 題材の振り返 ・ 過去の学習資料か
り ら，参考となる表

現・道具・材料の効
果を，［共通事項］（色

鑑賞 や形イメージ等）で
確認する。
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応用する・分析する
　　メ　タ
　　認知

学習
過程

二擁や上評・鑑買
において白分ら
しさが表れてい
る点を分析して
いる。

rl三や上評・鑑買に
おいて改善すべき
点を見出している。

具体的活動 具体的活動

主題等の
　設定

・ 題材のねらいに
　そって自分ら
　しい主題を持
　とうとする。

※イメージマッ
　プ等ワーク
　シートを示す。

・題材のねらいと自

　分の主題の摺合
　せをし，適切なの
　か，改善が必要な

　のかを判断しよ
　うとしている。・必要であれば，主

　題を改善しよう
　としている。

※ワークシートで，
　手順を示す。

発想・構想

・主題をよりよく

　表現するよう
　なアイデアに
　なっているか
　を判断する。

※工夫点を書く
　ようにする。

※視点を示し，自
　己評価・相互評

　価するように
　する。

※過去の学習資
　料や作品を振
　り返るように
　する。

・ 改善すべき点に気
　付き，改善に向け
　て試行錯誤する。
※参考作品を示す。

※複数の選択肢を
　紹介する。

※過去の学習資料
　や作品を振り返
　るようにする。

描く

つくる

・主題に沿って，

　材料や用具を
　活用して技法
　等を工夫し自
　分らしい表現
　できているか
　を判断する。

※工夫点を書く
　ようにする。

※視点を示し，自
　己評価・相互評

　価するように
　する。

※過去の学習資
　料や作品を振
　り返るように
　する。

※客観的な意見
　を取り入れる
　よう促す。

・ より美しく自分ら

　しさを表現する
　ために改善すべ
　き点に気づき，必

　要な技法や材
　料・道具を用い
　て，改善に向けて
　試行錯誤する。

※参考作品を提示
　する。

※複数の選択肢を
　紹介する。

※過去の学習資料
　や作品を振り返
　るようにする。

※客観的な意見を
　取り入れるよう
　促す。

鑑賞

・ 制作過程または
　完成段階にお
　いて，自分らし

　さやよさが表
　現できている
　か判断する。

※工夫点やつい
　たカを書くよ
　うにする。

※視点を示し，自
　己評価・相互評

　価するように
　する。

※過去の学習資
　料や作品を振
　り返るように
　する。

・ 制作過程または完
　成段階において，

　より美しく自分
　らしさを表現す
　るために改善す
　べき点に気付く。

※参考作品を提示
　する。

※複数の選択肢を
　紹介する。

※過去の学習資料
　や作品を振り返
　るようにする。・完成作品をもと

　に，次への意欲を
　持つ。

5　授業の実際

第1次　クロッキー（2時間）

　バランスと動き・重心を意識させ，立ちポーズ・

座りポーズなどを班ごとに鉛筆クロッキーをした。

時間は8分から始め，5分に短縮していった。

第2次テーマ設定・アイデアスケッチ（1時間）

　ワークシート（図2）に「入学してがんばって

いきたいこと・その中の一瞬を絵にして表現して

みたいこと」を書きださせ，その中からテーマを

決定していった。

　アイデアの参考とするため，自分たちでポーズ

をとってスケッチしたり，写真に撮ったりした

（図3）。また，実際の活動の様子を写真に撮っ

たものを教室の壁面へ掲示し参考にさせた。

①、も”　♂　　　　　醇疑　壁州

・e／　δ

図2　ワークシート 図3　ポーズ

第3次　鑑賞〈構図を考える〉（1時間）

　葛飾北斎作「冨嶽三十六景尾州不二見原」を背

景と人物等に分けて提示し，班ごとに，思い思い

の作品に再構成することにより，主題の表し方を

考えた。　（図4）

切抜き用シート［人物等要素］ 台紙用シート［背景〕

図4　グループ学習の様子
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第4次　下絵づくり（1時問）

　アイデアスケッチをもとに主題を力強く表現す

るための構図について考え，下絵を制作した。

　なお，作品を見やすく提示できるよう，画板や

ミニイーゼルを活用した。

第5次　彩色計画・彩色（5時問）

　水彩絵の具の技法について体験した後，主題を

表現する配色を工夫して彩色した（図5）。

図5彩色の様子

第6次　ドキュメンタリーボスター作りと鑑賞（3時間）

　下絵段階から撮った写真や振り返りシートをも

とに，色画用紙を台紙として，ドキュメンタリー

ポスターを作成した。写真を制作過程の順に貼り，

各過程においてどのような工夫をしたのか，何に

気付いて，どう変えていったのかを吹き出しなど

を使って説明していった（図6）。

図7　ポスターセッションの様子

友達に対して
・ 作品の良いところ
・ ドキュメンタリーポスターから分かったこと
・ 説明の仕方の良いところ
自分自身について
・友達から言われてうれしかったこと
・ ドキュメンタリーポスターを作ってよかったこと

図6　ドキュメンタリーポスター

　さらにポスターセッションとして，作品とド

キュメンタリーポスターの両方を使って，自分の

作品を解説し，友達から感想をもらうようにした

（図7）。小グループで鑑賞したのち，班の代表

を決めて，発表方法を工夫してグループ間交流を

した。鑑賞の際には，司会者・タイムキーパーな

どの役割を持たせ，ワークシートに感想を残すよ

うにした（図8）。

図8ワークシートの項目

6　結果と考察

（1）題材の工夫は自己実現に有効であったか。

　ほとんどの生徒が中学生になり，目標を持って

取り組んでいる部活動や習い事，頑張った行事で

の自分の姿（運動会2人，文化祭2人，習い事2

人，その他部活動）を積極的に描こうとしていた。

　次の感想1～4は，生徒がドキュメンタリーボ

スターを使って説明した内容の抜粋である。主題

（自分が頑張っていること・頑張ったこと等）と

ともに，主題をよりよく表現するために色や形に

ついて工夫したこと，試行錯誤の中で気付いたこ

とを自信を持って語ろうとしていることが読み取

れる。

　＜感想1＞
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や芝生の色などの変化で表しました、2つの場面を稲妻で

区切り激しさを表し／した二の絵で色の変化や彩色の仕
方で，表したいことを伝える工夫ができるようになりまし
たt，

（2）タキソノミーテーブルによる目標群と具体的

活動例の設定は有効であったか。

＜感想2＞ 各領域における目標が明確になり，達成状況を

　この絵は，バレーをしてい

るところを描きました私は

バレー部で休みの日もバ
レーの練習をしています　バ

レーはチームフレーだから，

チームワークを大切にして
頑張ってい圭す，私は，今
サーブとパスの練習をして
います。バスは特にアンダー

バスが苦手だからコント
ロールが上手になれるよう
に練習しています。サーブは

狙うサーブが入るように頑
張っています．なぜ「光るボール」という題にしたのかと
いうと，ボールに青赤緑を混ぜ｝二から白色で塗り，ボーノレ

を目立たせたからです．こうすることで，ボールの印象が
変わりました．、ついたと思うカは，レイアウトを考えるカ

です一1ボールを大きく描き，ネットでハスとサーブの練習

を区切りました、最後にこの絵は自分の中で一番頑張った
作品だと思います。

判断しやすくなった。また各段階における参考と

なるポートフォリオや資料の活用方法が明らかに

なり，計画的に指導することができた。今後は，

各領域の関連性を考慮した指導計画や目標達成の

手立てとしてさらに有効なメタ認知に係る具体的

活動例の設定が必要である。

（3）ドキュメンタリーポスターの作成は生徒の自

己実現に有効であったか。

生徒はドキュメンタリーポスターを作成するこ

とにより，自分自身の作品作りを振り返り次のよ

うな感想を書いている。このことから制作過程を

写真で振り返ることにより工夫点や苦労したこと

を整理したり，大きな流れで自分自身の制作姿勢

〈感想3＞

＜感想4＞

をとらえたりし，肯定的に自分自身を見つめるこ

とができたのではないかと考える。

○　ドキュメンタリーポスターを作って自分がよ

かったと思うこと（抜粋）

・ 工夫点・苦労したところ・自信のあるところを

みんなに見てもらえてよかった。

・ 今まで頑張ってきた過程が思い出せた。

・ 言葉だけでは，伝えにくいことがポスターで伝

えることができた。

・ 大好きな楽器を描きもっと好きになったことに

気付いた。

（4）ドキュメンタリーポスターと作品による相互

　私は頑張って泳いでいる
自分を描きました。なりたい
自分を目指してチャレンジ
していることは毎日きつい
練習でもあきらめずに頑
張って泳いでいることですc
最近はきつい練習が多くて
あきらめたくなることがあ
るけどここであきらめてし
まうとジュニアオリンビッ
クに行くこともできないし，

ライバルの人に勝つことが
できなくなってしまうから，
毎日頑張って泳いでいます。
大会でライバルの人に負け

　　　　　　　　嚢

km
uないように必死に泳いでいる場面を描きました。工夫した

ところは，迫力が出るように，手前の手をわざと大きく描
蕊たところです。水の中で泳いでいるように，背景を薄い
水色で塗りました。どんな風に描いたら迫力が出るかを工
夫し，手前のものを大きくして描く力が前よりもついたと
思います。

鑑賞は生徒の自己実現に有効であったか。

生徒は友達のドキュメンタリーポスターと作品

を見て次のような感想を書いている。これらの感

想からは，制作過程に注目し，主題と［共通事項］

（色や形やイメージ）との関係を理解したり，制

作姿勢や意欲について自分と比較しながら感じと

ろうとする姿勢が見られる。また，自分のこだわっ

たところを友達から評価されたことへの喜びも感

じられる。さらにコミュニケーションスキル等に

ついても言及している生徒もいた。

○　友達のドキュメンタリーポスターを見てわ

かったこと
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・ 作品の変化・作者の気持ちがよくわかった。

・ 自分と同じように一一生懸命考えて描いていた。

・ 写真をもとに質問することができた。

・ 本物らしくなる混色方法がわかった。

・ 効果的な配色がわかった。

・ 様々な段階があったことが一目でわかった。

・ ポスターのレイアウトの工夫が参考になった。

・ こだわりが色づくりの工夫から分かった。

・ どんな意図でどんな色を使ったのかわかった。

・ どれくらいのペースで描いていたかわかった。

・ 途中からよく進み始めたことが分かった。

・ 完成後に，次に頑張ることを整理していた。

○友達に言われてうれしかったこと

表5　美術アンケート個人評価の変化

　　　　　　　　　　　　　　　　（単位％）
評価の変化［7月→12月］

項目
向上

変化
なし 低下

1
自分の作品をいいなと思った
ことはありますか。

31．7 43．9 24．4

2

自分と友だちの作品と比べ
て，自分のよさに気付くことは
ありますか。

34．1 41．5 24．4

自分と友だちの作品と比べ
て，足りないところを気づくこと

がありますか。

17．1 61．0 22．03
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
V

36．6 39．0 24．4

作品を見て次はこんなことを
頑張りたいと感じますか。

26．8 56．1 17．1

6
自分の作品をもっとよくしたい

と思いますか。
19．5 63．4 17」

・ 自分のこだわった色をほめてもらった。

・リアルだね。背景の色がいいね。

・点描を使って芝生らしくなっているね。

・ 配色がいい。　　・上手だね　　　など

○交流に際しての気付き

・失敗談を語ってくれてわかりやすかった。

・ ジェスチャー付きの説明が分かりやすかった。

　表4・5は7．月と12月に実施した美術アンケー

トからメタ認知に係る項目の抜粋である。「4自

分の作品のよさや工夫点を言える」の肯定的評価

（思う）が全体（表4）では7．5％増加し，個人

（表5）では36．6％の生徒の評価が向上したもの

の，他の項目の中には，低下したものがある。

7　おわりに

表4　美術アンケート全体の結果
（単位：％）

1　　　　目 三ロ　　　　，じ、　　つ ，じ、　まい

12　　　35．0 65．0

1
自分の作品をいいなと思っ
たことはありますか。

7　　　　37．5 62．5

玉　　　　　　一　一

12　　　40．0 60．0

2

自分と友だちの作品と比べ
て，自分のよさに気付くこと

はありますか。
7　　　　45．0 55．0

一

　
・

一　　嬰

12　　　85．0 15．0

7　　　　90．0 10．0

12　　　65．0 35．0

3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
O

自分と友だちの作品と比べ
て，足りないところを気づく

ことがありますか。

作品を見て次はこんなこと

を頑張りたいと感じます
か。

7　　　　57．5 42．5

12　　　82．5 17．5

7　　　90．0 10．0

12　　　92．5 7．5

6
自分の作品をもっとよくした

いと思いますか。
7　　　　92．5 7．5

’

　個々の生徒の感想から自己実現に係る多様な気

付きが見とれたことから，今後も題材の工夫やタ

キソノミーテーブルの設定，ドキュメンタリーポ

スターの作成と相互鑑賞を継続していきたいと考

える。またアンケートにより明らかになった課題

を踏まえ，題材の目標や具体的な生徒の活動を明

確にしたうえで，一斉及び個に応じた適切な指導

と評価ができるよう取り組んでいきたい。
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